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「全国海難防止強調運動」の実施について 
～海難ゼロへの願い～ 

 

 

 

１ 運動の趣旨 

  海難を防止するためには、船舶所有者、運航者をはじ

めとする海事関係者、漁業関係者、マリンレジャー関係

者など、船舶運航に直接関わる方はもとより、海運、漁

業活動の恩恵を享受している国民の皆様にも、海難防止

について関心を深めていただくことが極めて重要です。 

  このため、海の月間の時期に合わせて、「海難ゼロへ

の願い」をスローガンに官民の関係者が一体となって、

海難防止思想の普及、高揚を図ることを目的とした全国

海難防止強調運動を実施します。 

 

２ 重点事項 

(1)見張りの徹底及び船舶間コミュニケーションの促進 

【推進項目】 

イ 常時適切な見張りの徹底 

航行又は漂泊中には常時適切な見張りを徹底する。 

ロ 船舶間コミュニケーションの促進 

次により、早期に船舶間の意思疎通を図り、相手 

船の動向を把握することで、適切な操船を行う。 

・早めに相手船にわかりやすい動作をとる 

・ＶＨＦや汽笛信号等を活用する 

・ＡＩＳ情報の活用と正しい情報の入力 

 

 

７月１６日（土）から３１日（日）までの間、「海難ゼロへの願い」を

スローガンに、全国海難防止強調運動を実施します。 

今年度は、次の事項を重点に取り組んでまいります。 

１ 見張りの徹底及び船舶間コミュニケーションの促進 

２ 小型船※の安全対策の徹底 
       ※小型船：プレジャーボート、漁船、遊漁船 



   

 

(2)小型船の安全対策の徹底 

【推進項目】 

イ 発航前点検の徹底〔プレジャーボート〕 

ロ 航行中のみならず操業・作業中も含めた見張りの徹底〔漁船・遊漁船〕 

ハ 気象・海象情報の入手〔プレジャーボート・漁船・遊漁船〕 

ニ ライフジャケット着用等自己救命策の確保〔プレジャーボート・漁船・遊漁船〕 

 

３ 活動内容 

  期間中、官民の関係者が一体となって、次の活動等に取り組みます。 

(1)安全に関する指導、教育、訓練等 

訪船・現場指導、海難防止講習会、海上安全教室、体験航海、人命救助訓練等。 

(2)広報活動 

イ テレビ、ラジオ、新聞、地方自治体の広報誌等を通じた本運動の広報 

ロ 官公署、駅構内、マリーナ、漁協等国民の目につきやすい場所へのポスターの掲示 

ハ ホームページ、ＭＩＣＳ（沿岸域情報提供システム）、電光表示板等を利用した本運動

の周知 

ニ 海の相談室（臨時に開設したものを含む）へのポスターの掲示、関連する各種パンフ 

レット・リーフレットの備え付け、自己救命策確保関係の展示等による本運動の周知 

 

活動概要は、別添「昨年度の実施風景」を参照してください。 



■海難防止講習会

■ライフジャケットを着用した人命救助訓練■訪船指導

■海の安全教室

■海難防止啓発活動

■体験航海

昨年度の実施風景
別添


